
1978年（昭和53年）10月11日発行第464号
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累積赤字

宇治市役所
京都府宇治市宇冶琵琶33番地

電話＠3141㈹

新進堂印刷

市の人口

（1978年10月ｌ日現在）

世帯数42，531世帯

前月比99世帯増

人□145．807人
男73，279人

女72，528人
前月比247人増

ルト

積
一

面

ご
み
や
汚
物
の

な
い
清
潔
な
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

な
る
の
は
、
町
内
会
や
自
治
会
、
婦

人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
団
体
な
ど
の

市
民
団
体
で
す
。
ま
だ
、
参
加
さ
れ

て
い
な
い
団
体
は
、
十
分
話
合
わ
れ

ご
協
力
ぐ
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。こ

の
事
業
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と

お
り
で
す
。

Ｈ
毎
月
一
回
、
市
の
車
が
収
集
に
ま

い
り
ま
す
の
で
、
各
団
体
ご
と
に

一
ヵ
所
集
積
熾
所
を
決
め
て
く
だ

さ
い
。

『
回
収
品
は
、
新
聞
・
チ
ラ
シ
、
雑

訪
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
分
類
し
て
ひ
も
で
し
ぱ
っ
て
く

だ
さ
い
。
新
聞
は
十
五
り
の
高
さ

（
約
十
。
・
の
重
さ
）
で
、
雑
誌
は

二
十
五
り
ぐ
ら
い
の
高
さ
に
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
事
業
で
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
徊
Ｍ
清

掃
課
（
電
話
0
三
一
四
一
番
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
れ
ば
、
く
わ
し
ぐ
脱

明
い
た
し
ま
す
。
’

開
発
協
力
金
な
ど

「
指
導
要
綱
」
を
一
部
改
正

市
で
は
、
都
市
の
環
境
や
機
能
を

破
談
す
る
無
秩
序
な
宅
地
開
発
を
防

止
す
る
た
め
、
「
宇
治
市
宅
地
開
発

等
に
関
す
る
指
導
要
綱
」
と
「
宇
治

市
小
規
模
宅
地
開
発
等
に
関
す
る
指

導
要
領
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

今
回
、
さ
ら
に
業
者
に
対
し
て
公

共
・
公
益
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
適

正
な
指
導
を
行
な
う
と
と
も
に
、
そ

の
開
発
協
力
金
の
負
担
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
さ
る
十
月
一
日
か
ら
こ

れ
ら
の
「
指
導
要
領
」
と
「
施
行
細

則
」
を
改
正
し
ま
し
た
。

今
回
の
主
な
改
正
点
は
、
学
校
用

地
や
施
設
、
ご
み
処
理
関
係
の
分
担

金
な
ど
に
つ
い
て
、
圃
積
千
平
方
μ

ま
た
は
十
六
戸
以
上
の
宅
地
開
発
で

は
一
区
画
、
集
合
住
宅
建
設
で
は
一

戸
当
り
四
十
一
’
角
で
し
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
五
十
万
に
、
水
温
負
担
金
に
つ

い
て
は
、
十
ｍ

．
が
十
二
万
五
千
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

適
用
範
囲
と
な
る
住
宅
建
殷
に
つ
い

て
は
、
一
戸
（
自
己
用
は
除
く
）
以

上
十
六
戸
未
満
の
建
殷
業
者
も
対
ま

と
な
り
、
そ
の
場
合
、
三
戸
未
満
ま

で
の
学
校
用
地
の
負
担
令
一
は
二
十
五

万
肖
、
水
温
負
担
金
は
五
万
肖
に
な

り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
開
発
指
導

課
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

総合金物
建築金物，電動工具，工具各種，日曜大工用品，波板・釘・針金，

水道配管材料，ボルト・ナット，Ｖ・平ベルト，塗料，ロープ各種，
””’｀■●”’．．ｆ”ｆ‾‾゛●ｆ”Ｉ

金網・梯子，物置・ガレージ，ダプロパンガス，台所用品，石油ストーブ．．

Ｉ

カン金物（株）マル（油勘のレープ）
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古
紙
回
収
で
ゴ
ミ
減
量
に
ご
協
力
を

（
小
倉
町
西
浦
の
集
積
場
所
で
）

月
平
均
6
9
ト
ン
を
収
集

古
紙
回
収
事
業
の
ま
と
め
か
ら

多
く
の
市
民
団
体
の
参
加
を
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市
で
は
、
昭
和
五
十
年
八
月
か
ら
資
源
の
再
利
用
と
ゴ
ミ
減
量
運
動
の
一
環
と
し
て
「
古
紙
回
収
事
業
」
に
取
り
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組
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
の
ほ
ど
、
こ
の
結
果
を
集
約
。

ど
を
中
心
に
百
八
十
七
団
体
、

を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

古
紙
回
収
事
業
は
、
市
が
町
内
会

や
自
治
会
な
ど
の
団
体
と
協
定
を
結

ぴ
、
古
紙
一
。
’
に
つ
い
て
五
円
の
報

債
金
を
支
払
っ
て
回
収
。
市
内
の
十

五
業
者
で
構
成
し
て
い
る
宇
治
再
生

資
源
事
業
協
同
組
合
に
一
括
し
て
売

そ
れ
に
よ
る
と
、

却
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
実
績
を
見
て
み
ま
す

と
、
当
初
は
八
十
七
団
体
と
参
加
団

体
も
少
な
く
、
月
平
均
二
十
四
ｙ
の

回
収
に
止
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
く

参
加
し
て
い
る
の
は
町
内
会
や
自
治
会
な

団
体
も
ふ
え
、
月
平
均
六
十
九
ｙ
を

回
収
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

回
収
し
た
古
紙
は
、
新
聞
が
七
八

％
、
雑
誌
一
三
％
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
九

％
の
割
合
で
、
こ
れ
ま
で
に
総
量
千

八
百
ｙ
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

市
内
か
ら
出
る
燃
え
る
ゴ
ミ
の
1
ヵ

月
分
に
相
き
し
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
と
も
こ
の
事
業
を

発
展
さ
せ
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
減
量
と

資
源
の
再
利
用
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
の
対
象
と

7億2581万円

52年度決算（案）から

▽
・
・
・
市
で
は
、
市
議
会
の
九
月
定
例
会
に
昭
和
五
十
二
年
度
の
決
算
案
を
提
・
：
△

▽
・
：
出
。
い
ま
、
決
算
特
別
委
員
会
で
審
議
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
決
算
…
△

▽
…
轡
で
は
、
一
般
会
計
の
累
積
赤
字
が
七
億
二
、
五
八
一
万
円
と
な
っ
て
い
…
△

▽
…
ま
す
。
し
か
し
、
財
政
自
主
再
建
計
画
額
よ
り
も
約
六
、
六
〇
〇
万
円
減
…
△

▽
・
：
少
し
て
お
り
、
財
政
危
機
の
中
で
一
定
の
成
果
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。
…
△

昭
和
五
十
二
年
度
一
般
会
計
決
算

案
に
よ
る
と
、
歳
入
歳
出
差
引
額
（

形
式
収
支
）
で
約
五
健
七
、
七
四
一

万
円
の
赤
宇
と
な
り
、
こ
れ
に
五
十

三
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
一
健

四
、
八
四
〇
万
円
を
加
え
る
と
実
質

収
支
額
（
累
積
赤
字
）
は
、
約
七
健

二
、
五
八
一
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て

い
ま
す
。

五
十
一
年
度
末
の
累
3
赤
字
額
が

約
二
健
二
、
八
八
六
万
円
で
し
た
の

で
、
五
十
二
年
度
で
は
四
低
九
、
六

九
五
万
円
の
単
年
度
赤
字
が
出
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
五
十
一
年
度
に
予
定
し

て
い
た
仮
称
木
幡
第
三
小
学
校
川
地

売
却
に
か
か
る
起
債
等
り
繰
り
上
げ

償
遠
金
約
四
億
三
、
二
七
八
万
円
が

財
政
対
策
に

一
定
の
成
果

り
組
み
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
行
財
政
の
科
学
的
で
効
率
的

な
運
営
へ
向
け
て
『
宇
治
市
財
政
自

主
再
建
計
画
』
を
策
定
し
、
市
議
会

の
了
承
を
得
て
、
五
十
三
年
度
を
初

年
度
と
す
る
五
十
七
年
度
ま
で
の
五

ヵ
年
で
赤
字
を
解
消
し
、
財
政
の
体

質
改
普
の
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
再
建
計
画
の
ス
タ
ー
ト
と
な

る
五
十
二
年
度
計
画
鶴
と
決
ｆ
ｔ
案
と

を
比
べ
て
み
ま
す
と
、
歳
入
で
は
、

地
方
債
な
ど
で
約
一
億
九
、
四
〇
六

万
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
歳
出
で

は
、
投
資
的
経
ｔ
Ｕ
Ｑ
－
物
件
費
な
ど
で

約
二
、
〇
六
九
万
円
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
五
十
二
年
度

決
算
の
実
質
収
支
額
（
累
積
赤
字

財
政
危
機
打
開

多
面
的
な
努
力

昭和52年度会計別決算収支の状況欄

岡
見
直
さ
ん

宇
治
商
工
会
議
所
会
頭
の
岡
見
直

さ
ん
（
宇
治
妙
楽
七
、
6
9
歳
）
は
、

国
立
京
都
病
院
で
入
院
加
原
中
で
し

た
が
、
さ
る
九
月
二
十
五
日
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

岡
見
さ
ん
は
、
商
工
会
議
所
会
頭

の
ほ
か
昭
和
四
十
六
年
十
月
か
ら
宇

治
市
公
平
委
員
会
委
員
を
勤
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
宇
治
市
交
通
安
全
対

策
協
議
会
会
長
、
宇
治
交
通
安
全
協

会
会
長
、
宇
治
廃
棄
物
処
理
公
社
副

理
事
長
、
宇
治
間
易
裁
判
所
調
停
委

員
等
を
歴
任
さ
れ
、
地
方
自
治
・
商

工
・
交
通
安
全
等
に
多
大
の
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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地震

こ
わ
い
二
次
災
害

ま
ず
火
を
消
す
習
慣
を

や
、
非
常
食
な
ど
の
持
ち
出
し
品
の
用
意
、
避
難
訓
練
を
Ｉ

あ
な
た
は
、
大
地
震
が
起
き
た
と
き
の
心
が
ま
え
は
十

分
で
す
か
。
六
月
十
二
日
の
宮
城
県
沖
地
震
や
イ
ラ
ン
の

大
地
震
の
よ
う
に
前
ぷ
れ
も
な
く
襲
う
大
災
害
は
’
対
岸

の
火
事
’
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
地
震
予
知
の
研
究

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
な
に
よ
り
も
、
あ
な
た
の

心
が
け
が
被
害
を
最
少
限
に
く
い
止
め
る
と
い
え
ま
す
。

地
震
の
前
に
、
あ
わ
て
ず
に
使
っ
て
い
る
火
を
消
す
習
慣

行
う
な
ど
万
全
の
備
え
を
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

．
大
地
震
に
つ
き
も
の
が
大
火
災
。

実
は
、
こ
の
火
災
が
被
害
を
大
き
く

し
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

’
た
と
え
ば
、
大
正
十
二
年
に
起
き

た
関
東
大
震
災
の
と
き
の
東
京
を
と

り
あ
げ
る
と
、
地
ａ
に
よ
る
直
接
の

死
者
は
約
二
千
人
で
、
死
者
総
数
六

万
人
の
う
ち
五
万
八
千
人
は
い
た
る

と
こ
ろ
で
一
斉
に
発
生
し
た
火
災
に

よ
る
死
亡
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
宮
城
県
沖
地
震
は
午
後
五

時
過
ぎ
に
起
き
て
い
ま
す
が
、
火
災

は
わ
ず
か
九
ヵ
所
十
二
件
発
生
し

た
だ
け
で
、
い
ず
れ
も
大
事
に
い
た

５
画
し
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
関
東
大
震
災
に
比
べ
て

火
災
が
少
な
い
の
は
、
仙
台
市
民
み

ん
な
が
。
地
震
が
起
き
れ
ぱ
火
を
消

す
’
と
い
う
鉄
則
を
守
っ
た
か
ら
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
地
震
で
心
が
け
た
い
の
は

ガ
ス
の
元
せ
ん
を
締
め
、
電
Ｋ
器
具

類
の
＝
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
こ
と
で
あ

る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
点
に
ふ
だ
ん

か
ら
心
を
配
り
、
万
一
の
地
震
に
備

え
て
く
だ
さ
い
。

の
町
内
会
、
自
治
会
ご
と
に
防
災
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

②
家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
合
い
、

避
難
場
所
や
連
絡
方
法
を
事
前
に

決
め
て
お
く
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校名住所

木幡小学校木幡赤塚4

御蔵山〃木幡御蔵山39－6

木幡中学校木幡内畑34

宇治小学校五ヶｆコΞ番割27

南部〃・五ケ庄戸ノ内15－1

岡屋〃五ケ庄寺界道37－3

東宇治中学校五ケ庄池ノ浦6－ｉ

三室戸小学校菟道岡谷16－2

菟道〃宇治塔の川102

菟ｉｔ第二〃宇治琵琶45

宇治中学校宇治矢落64－1

大開小学校広野大開35

神明〃神明石塚32

大久保〃広野町中島1－1

杭島／ｚ’槙島町吹前35

北宇治中学校槙島町島前33

小倉小学校小倉町西畑1－4

ｉヒ小倉〃小倉町堀池72

西小倉〃伊勢田町遊田69

西小倉中学校伊勢田町遊田7－1

南小倉小学校小倉町市浦ｏ－1

伊勢田〃伊勢田町井尻3

西宇治中学校伊勢田町南山22－1

西大久保小学枚大久保町旦椋25

平盛〃大久保町平盛91－3

南宇治中学校大久保町平盛3－5国民年金

お祝い電報は

お早めに115番へ

配達日の3日以前に

十おうちになると150円の割引

電話をかける‥・ｔ：をかける…

1次避難所

・○・宇治電報電話局

タッチの差で切れてしまった。

こんな経験は’ございませんか？

かけた方は相手がすぐに出なくても

呼出音は10回（30秒）ぐらいまちましょう。

広
告
募
集

③
非
常
の
持
ち
出
し
ｍ
≫

。
し
て
お

・
く
（
食
料
品
や
飲
料
水
、
貴
ｍ
Ｍ

防
災
頭
布
等
）

φ
携
帯
ラ
。
ｙ
オ
や
懐
中
電
灯
、
ロ
ー

ソ
ク
等
を
用
意
す
る

⑤
市
が
指
定
し
て
い
る
避
難
男
臍
へ

の
安
全
な
経
路
を
知
っ
て
お
く

⑥
電
気
・
ガ
ス
の
供
給
が
止
ま
る
場

合
に
備
え
、
携
帯
用
卓
上
ブ
ロ
パ

小
・
中
学
校

が
避
難
所

き
な
い
被
災
者
の
救
済
を
優
先
す
る

た
め
、
二
次
避
難
所
と
し
て
各
地
域

に
あ
る
學
包
肌
と
公
民
分
館
を
、
ま

た
、
笠
取
地
域
に
つ
い
て
は
笠
取
小

と
笠
取
第
二
小
を
そ
れ
ぞ
れ
指
定
し

て
い
ま
す
。
お
近
ぐ
の
遊
離
場
所
ま

で
の
経
路
や
所
要
時
間
を
確
認
し
、

い
ま
一
度
家
族
み
ん
な
で
防
災
ｍ

合
い
ま
し
ょ
う
。

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ｗ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｍ
ｍ
ｌ
‘

テレビ（ＫＢＳ）

宇治市政だよりご用心

月曜午後6時15分

市
で
は
、
近
畿
放
送
テ
レ
ビ
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
Ｒ
ｉ
Ｋ
ヤ

ン
ネ
ル
）
で
、
毎
週
月
曜
日
午
後
六
時
十
五
分
か

ら
『
宇
治
市
政
だ
よ
り
』
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
｛
｝
一
’
1
ス
ワ
イ
ド
6
4
0
』

Ｕ
Ｈ
Ｆ
⑩
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
、
隔
週
金
曜
日
に
宇

治
市
の
お
知
ら
せ
を
放
送
し
て
い
ま
す
。
次
回
は

十
月
二
十
日
の
予
定
で
す
。
お
茶
の
間
か
ら
ぜ
ひ

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

全
国
防
犯
運
勣

「
心
き
巣
は

ね
ら
っ
て

い
1
ナ
」

雙頌フ

………………………………………ｊ……………………ｉ

ご
存
知
で
す
か

保
険
料
の
免
除
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
ほ
お
っ
て
お
か
れ
る
と
、
将
来
、

年
令
一
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と

き
は
、
躬
付
免
除
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
免
除
さ
れ
ま
す
と
、
そ

の
期
間
は
保
険
料
を
納
め
な
く
て
も

年
｛
一
一
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
と

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

免
除
の
制
度
に
は
、
つ
ぎ
の
二
種

買
μ
6
9
だ
ｒ
ｏ

除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
’
免
除
さ

れ
た
期
間
の
年
金
額
は
、
普
通
に

保
険
料
を
絹
め
た
と
き
の
一
一
一
分
の

一
に
叔
り
ま
す
が
、
そ
の
後
、
納

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、

さ
か
の
ば
っ
て
（
十
年
以
内
）
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
任
意
の
加
入
者
は
ｍ
さ

れ
ま
せ
ん
。
『
。

く
わ
し
く
は
、
保
険
年
金
課
国
民

屋
獄
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

秋
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
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呼
び
も
の
の
時
代
行
列
－
島
田
市
長
も
織
田
信
長

に
み
ご
と
扮
し
て
参
加
（
琳
の
島
で
）

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ｗ
ｍ
田
ｌ

市
職
員
を
募
集

受
付
は
1
0
月
2
1
日
ま
で

昭
和
5
3
年
度
宇
治
市
職
員
採
川
試

験
を
行
い
ま
す
。

▽
職
尽
と
受
験
資
格

募
集
人
員
数
は
い
ず
れ
も
採
川
ｍ

捕
者
ｓ
防
ｎ
録
予
定
人
員
歎
で
す
。

・
保
母
職
‐
昭
和
2
9
年
4
月
2
日
～

3
6
年
4
月
1
日
に
生
れ
た
保
母
資

格
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
保
育
み

門
学
校
お
よ
ぴ
短
大
以
上
の
学
校

を
釆
年
三
月
卒
ｊ
香
2
み
で
卒
業

と
同
時
に
保
母
資
格
取
得
見
込
み

の
女
子
。
1
0
人
程
度
。

・
消
防
職
＝
昭
和
2
8
年
4
月
2
日
～

3
5
年
4
月
1
日
に
生
れ
た
男
子
。

1
人
。
学
Ｍ
は
問
わ
な
い
が
学
校

教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業
利

度
の
学
力
が
あ
っ
て
、
通
勁
時
間

が
1
時
間
以
内
の
人
。

・
電
話
交
換
技
師
＝
ｓ
和
2
3
年
4
月

2
日
～
3
6
年
4
月
1
日
に
生
れ
、

電
話
交
換
取
扱
者
の
資
格
を
も
つ

女
子
。
1
人
。

・
運
転
技
術
職
＝
昭
和
2
2
年
4
月
2

日
ふ
Ｊ
年
4
ロ
一
1
日
に
生
れ
、
践

辿
運
転
砲
許
（
第
一
欄
）
取
得
後

1
年
以
ｈ
経
糸
一
し
て
い
る
男
子
。

―
人
。

・
保
育
所
調
理
1
＝
1
和
1
7
年
4
‥
。

2
日
～
3
5
年
4
‐
一
Ｉ
Ｈ
に
生
ね
た

女
子
。
―
人
。

・
学
校
調
理
竹
‥
昭
和
1
8
年
4
μ
2

日
～
3
6
年
4
ｚ
；
Ｈ
ａ
に
生
れ
た
か

子
。
5
人
程
度
。

な
お
、
澗
防
咳
、
囲
転
技
術
恥
、

保
育
所
調
理

の
途
中
に
採
用
す
る
于
定
で
す
。

試
験
は
1
1
月
5
日
（
日
）
午
前
9

時
か
ら
宇
治
中
学
校
で
行
い
ま
す
。

受
験
の
申
込
み
は
、
市
販
の
閥
歴

轡
（
来
年
三
月
高
等
学
校
卒
業
見
込

み
の
人
は
近
畿
高
校
統
一
用
紙
）
に

必
嬰
事
項
を
記
入
し
、
最
近
六
ヵ
月

以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
は
り
、
申

込
用
紙
を
添
え
て
学
校
調
理
職
に
つ

い
て
は
教
育
委
員
会
総
務
課
へ
、
ま

た
、
そ
の
他
の
ｍ
は
市
役
所
職
員

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
期

間
は
1
0
月
2
1
日
ま
で
で
す
。

申
込
用
紙
と
受
験
の
妥
項
は
職
員

課
に
あ
り
ま
す
。
学
校
調
理
職
の
申

ｔ

！

ｉ

！

ｌ

1
0
月
は
雇
用
促
進
月
間

の
で
す
。
他
の
人
に
あ
ま
り
頼
る
こ

と
な
く
自
分
の
力
で
出
て
行
き
た
い

の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
市
内
の
実

態
を
十
分
に
調
竃
し
、
で
き
る
と
’
Ｊ

．
’
＼
か
ら
改
善
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

伝
き
か
け
る
こ
と
は
非
幇
に
ｍ
嬰
な

込
用
紙
公
論
の
妥
項
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
総
務
課
に
も
ほ
い
て
い

ま
す
。

（
職
員
課
）

中
高
齢
者
に
雇
用
の
場
を

日
本
の
高
齢
者
人
口
が
増
え
る
に

つ
れ
て
、
就
業
者
に
占
め
る
中
高
年

舶
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
中
高
年
齢

者
の
労
働
能
力
を
樹
極
的
に
生
か
す

時
代
が
や
っ
て
き
た
と
い
え
ま
し
ょ

車
イ
ス
で
歩
け
る

住
み
よ
い
街
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら

い
る
と
き
、
エ
ヅ
チ
ラ
、
オ
ッ
芒
フ
″

長
い
橋
を
渡
り
、
急
晒
段
を
見
上
げ
〃

だ
れ
も
助
け
て
く
れ
な
い
」
と
少
し

が
っ
か
り
。
と
こ
ろ
が
、
通
り
・
過
ぎ

よ
う
と
し
た
男
の
子
が
一
。
一
一
っ
て
来
て

「
手
伝
い
ま
し
ょ
う
か
」
と
言
っ
て

く
れ
た
の
で
す
。
す
る
と
、
そ
ば
に

い
た
女
の
子
も
、
後
か
ら
来
た
生
徒

た
ち
も
、
次
々
と
私
達
を
取
り
囲
み

た
ら
ま
ら
陸
。
枇
の
上
ま
で
ひ
っ
ぱ
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
于
ど
も
た
ら
が
大
勢
い
て

く
れ
た
ら
、
障
稗
者
は
ど
ん
ど
ん
町

へ
出
て
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

矢
往
生
し
て
い
た
ら
、
下
校
宮
瓦

生
徒
た
ち
が
ｉ
ｌ
り
ぶ
ぎ
ま
し
た
。
「
＼

｀
’
Ｆ
”
”
Ｉ
”
｀
り

兌

（
社
会
福
祉
協
議
会
）
）
ｉ
Ｓ
3
：
＾
”
5
＼
ｎ
）＼

。
定
年
延
長
奨
励
命
一
制
度

／
・
・
。
く
・
タ
ー
4
Ｉ
・
‐
。
。
Ｉ
・

に

・
霖
肌
川
奨
励
病
変

政
府
で
は
、
昭
和
四
七
年
に
「
中

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
促
進
に
関
す

る
特
別
措
謄
一
法
」
を
制
定
し
、
事
業

主
に
従
業
員
政
の
う
ら
高
齢
者
（
五

十
五
歳
以
上
）
を
六
％
以
上
雇
用
す

る
よ
う
呼
ぴ
か
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
事
業
主
が
正
当
な
理
由

な
し
に
高
齢
者
を
六
％
以
上
雇
用
し

な
い
で
、
若
年
者
だ
け
を
対
象
と
し

て
公
共
恥
菜
安
ぶ
所
に
求
人
の
申
し

込
み
を
行
っ
た
拗
合
、
そ
の
求
人
を

受
付
け
な
い
こ
■
’
－
Ｊ
ｉ
5
ｉ
；
Ｃ
．
Ａ
Ｊ
い
う
措

ほ
を
と
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
中
高
年
齢
者
の
屁
川
機
企

の
拡
大
を
は
か
る
ｍ
主
に
は
、
職

業
安
定
所
な
ど
の
樋
関
が
次
の
よ
う

な
援
助
の
制
度
を
設
け
て
い
ま
ず
。

・
中
商
年
齢
者
雇
川
開
発
給
付
金
制

ａ
（
公
共
雌
業
安
定
所
の
紹
介
に

よ
っ
て
嘔
川
の
場
合
）

・
商
年
齢
者
雇
川
奨
励
金
制
度
（
公

共
職
業
安
■
ａ
所
の
紹
介
に
よ
っ
て

雇
川
の
場
合
）

く
わ
し
く
は
、
職
菜
安
定
所
ま
た

は
市
役
所
交
通
労
政
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）

豊
か
な
保
障

簡
易
保
険

（
保
険
年
金
課
）

宇
治
久
世
勤
労
者

将
棋
大
会

タ
バ
コ
は
宇
治
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

大
空
へ
は
ば
た
け

喜
撰
山
ダ
ム
湖
で

キ
ジ
放
鳥

一
1
．
、
1
’
1
φ
Ｉ
．
・
Ｃ
・
ノ
ー

所
文
書
広
報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話
は
＠
三
一
四
一
番
で
す
。

ご
結
納

三
五
番

四
三
番

657

て
い
た
だ
き
ま
す
。
＞
≫
－
＾
－
ｉ
ｓ
、

老
舗
の
Ｊ
石
上
”
で
は
ご
希
望
に
応
じ
て

ご
ゆ
っ
く
り
と
お
選
び
い
た
だ
け
る
よ
う

簡
素
な
中
に
も
気
品
あ
る
結
納
か
ら

格
調
高
い
豪
華
な
も
の
ま
で

品
数
豊
富
に
取
り
揃
え

ご
用
命
を
お
ま
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

尚
、
ご
希
望
の
お
客
様
に
は
お
宅
ま
で

お
伺
い
し
て
ご
結
納
の
飾
り
付
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ロ
一
口
口
一
回
一

儀
式
用
品
特
別
奉
仕
承
り
会

■
定
紋
入
り
ふ
ろ
し
き
・
ふ
く
さ
・
広
ぶ
た

各
種
平
常
価
格
の
2
割
引
‘
に
て

ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
き
ま
す
’

ロ
一
同
回

結
納
の
老
舗

岩
上
商
店

宇
治
市
宇
治
橋
通
り
二
丁
目

電
話
【
】
七
四
）
卯
二⑩

一
一
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行
政
相
談
所
を
開
設

今
年
も
1
0
月
1
5
日
か
ら
2
1
日
ま
で

の
一
週
間
は
、
行
政
相
談
週
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
週
間
の
一
環
と
し
て
、
1
0
月

1
9
日
（
木
）
の
午
前
ｏ
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
、
消
防
署
三
階
大
会
議
室

で
『
行
政
相
器
芭
一
忿
冒
ま
す
。

国
や
府
・
市
町
村
を
は
じ
め
、
国

鉄
や
Ｍ
々
公
弦
、
公
団
、
公
庫
な
ど

の
仕
事
で
、
苦
情
や
意
見
、
ご
要
里

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

国
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談

委
員
が
秘
密
厳
守
で
観
切
に
相
談
に

の
り
、
あ
っ
せ
ん
や
解
決
を
行
い
ま

す
。寄

せ
ら
れ
た
相
談
は
広
く
行
政
運

営
の
改
善
に
役
立
た
せ
て
、
民
主
的

な
行
政
を
推
進
す
る
重
妥
な
歯
車
に

し
ま
す
。
ど
し
ど
し
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
日
に
限
ら
ず
、
市
政

だ
よ
り
の
毎
月
一
日
号
四
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
よ
う
に
、
行

政
相
談
日
を
毎
月
一
回
設
け
、
市
役

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

所
で
も
相
談
を
営
付
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
行
政
相
談
委
員
の
自
宅
や

10月19日

消防署で

京
都
行
政
監
察
局
（
京
都
市
中
京
区

御
池
通
酉
洞
院
西
入
、
電
話
脚
－

1
0
月
1
6
日
か
ら

老
人
健
康
診
査

市
で
は
今
年
も
1
0
月
1
6
日
（
月
）

か
ら
1
0
月
3
1
日
（
火
）
ま
で
、
六
十

五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
対
象
に
聴

診
や
皿
圧
測
定
、
尿
検
査
な
ど
を
無

料
で
行
う
「
老
人
健
康
診
査
」
を
実

施
し
ま
す
。

お
年
寄
り
に
と
っ
て
、
健
康
で
あ

る
こ
と
は
何
に
も
か
え
が
た
い
も
の

で
す
。
と
く
に
、
お
年
寄
り
の
病
気

は
一
日
も
早
く
発
見
・
治
療
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
健
康
で
楽
し
く
長

生
き
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
さ
そ
い
あ
わ
せ
て
老
人

健
康
診
査
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
果
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
通
じ

て
お
配
り
し
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
に

加
入
さ
れ
て
い
な
い
人
で
受
診
を
希

望
さ
れ
る
万
は
、
福
祉
事
務
所
老
人

身
体

障
害
者

Ⅲ
‐
2
5
6
0
番
）
で
も
相
談
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
の
連
絡
先
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
松
本
登
・
・
・
電
話
＠
8
3
8
5

▽
増
井
繁
一
・
・
・
電
話
⑩
0
1
2
4

▽
瀬
田
佐
知
子
・
・
・
電
話
0
4
7
9
3

（
文
書
広
報
課
）

て
い
な
い
寝
た
き
り
老
人
で
、
低
所

得
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
、
嘔
羅

康
診
査
を
爽
厖
し
ま
す
の
で
、
福
祉

事
務
所
老
人
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

（
福
祉
課
）

巡
回
更
生
相
談

身
体
障
害
者
の
巡
回
更
生
相
談
が

次
の
と
お
り
開
か
れ
ま
す
。

▽
と
き
。
。
．
ｏ
月
2
3
日
（
月
）

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

た
だ
し
、
こ
と
ぱ
や
目
、
耳
の

不
自
由
な
万
の
診
査
は
午
後
1

時
か
ら
で
す
。

▽
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館

相
談
の
内
容
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
や
禰
装
具
の
交
付
に
必
要
な
診
断

施
設
入
所
や
更
生
医
療
給
付
の
相
談

な
ど
で
す
。

心
臓
や
じ
ん
臓
な
ど
内
部
障
害
の

診
断
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
補

装
具
の
適
合
相
談
や
修
理
に
は
、
捕

装
具
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
当
日
は
、
印
か
ん
宣
手
帳
を

お
忘
れ
な
く
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

手
帳
の
奪
汀
、
お
よ
び
再
交
付
の

申
請
に
は
顔
写
真
一
枚
（
た
て
4
り

Ｘ
よ
こ
3
り
）
が
い
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
課
）

宇治の郷土産業展

Ｃ〉とき／ｌＱ月Ｕ日（土）．15日（日）

午前10時～午後5時

Ｃ〉ところ／宇治市民会館

宇治商工会議所

宇
治
市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
各

種
の
郷
土
産
品
を
、
広
く
市
民
の
み

な
さ
ん
に
み
て
い
た
だ
こ
う
と
、
第

一
回
宇
治
市
郷
土
産
業
展
が
開
か
れ

ま
す
。

市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
工
業
製

品
を
は
じ
め
、
お
茶
や
シ
イ
タ
ケ
な

ど
の
農
業
特
産
物
、
食
料
品
、
土
産

品
、
陶
器
な
ど
市
内
六
十
企
業
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
物
産
が
展
示
さ
れ
、
一

部
即
売
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
郵
便
切
手
の
展
示
、

く
み
ひ
も
の
実
演
と
即
売
、
お
茶
の

み
＝
ン
ク
ー
ル
、
お
い
し
い
お
茶
の

入
れ
方
個
人
指
導
、
新
し
く
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
る
み
や
げ
品
の
7

ナ
ー
な
ど
各
種
の
催
し
も
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
日
、
郷
土
産
菜
展
会

場
行
き
の
無
料
巡
回
パ
ス
が
市
内
を

走
り
ま
す
。
現
行
の
各
パ
ス
停
に
発

軍
時
刻
表
を
は
り
出
し
ま
す
の
で
せ

い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

公
民
館
サ
ー
ク
ル
紹
介

日
本
画

サ
ー
ク
ル

お
問
合
わ
せ
は
、
内
貴
喜
三
次
さ

ん
（
広
野
町
寺
山
2
8
－
3
、
電
話
Ｏ

二
九
七
九
番
）
ま
た
は
宇
治
市
公
民

館
（
電
話
○
二
八
〇
四
番
）
ま
で
。

鳳
凰
大
学
新
コ
ー
ス

生
徒
募
集
中

市
民
文
化
祭

出
品
を
受
付

ま
す
。

宇
治
市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤
・

通
学
す
る
人
で
、
出
品
希
望
の
人
は

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

1
0
月
2
5
日
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
内
の
文
化
祭
実
行
委
員
会

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

装
で
赤
エ
ン
ピ
ツ
、
コ
ン
パ
ス
、
弁

当
な
ど
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

▽
卓
球

・
1
0
月
1
4
日
（
土
）
宇
治
中
学
校
で

午
後
7
時
半
か
ら
9
時
半
ま
で
。

・
1
0
月
1
7
日
（
火
）
木
幡
小
学
校
で

午
後
7
時
半
か
ら
9
時
半
ま
で
。

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
1
0
月
1
9
日
（
木
）
大
久
保
小
学
校

で
午
後
7
時
半
か
ら
9
時
半
ま
で

○
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
上
靴
を

持
っ
て
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
無
料
で
す
。

へ
社
会
教
育
課
）

会
場
に
は
駐
軍
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
息
軍
等
で
の
こ
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

（
商
工
観
光
課
）

三
室
戸
小
学
校

校
歌
を
募
集

1
0
月
1
5
日

サ
イ
レ
ン
の
テ
ス
ト

観
光
馬
車

一
一
九
番
の
か
け
方

のんび～りと宇治川べり

ご用命は、お近くの営業所
または販売店へ

京都マツダ
南区葛野大路八条下；ｉ／費313－6121㈹

低床・平床フロア・

クラス最大の荷室、積み降し

ラクラク、その上仕事に応

じて架装しやすぃから、

商売繁昌疑いなし。

●750キロ・1トン積
窟：二ｊ⊃・ラ不＾Ｄ＝

●600キロ・850キロ積・9人乗り

ｊｉｒつｊ．コ弼；Ｔｙｉｒｚ；

まったいらな荷室が大反
荷室からじゃまものタイヤハウスの出張りを追放、たくさん積め、きっちり積める。
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